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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第92期
第３四半期
累計期間

第93期
第３四半期
累計期間

第92期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 2,292,051 2,472,184 3,113,567

経常利益又は経常損失（△）　（千円）　 108,264 △422 132,774

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失（△）　（千円）　
104,859 △7,855 75,766

持分法を適用した場合の投資利益（千円） ― ― ―

資本金（千円） 1,066,950 1,066,950 1,066,950

発行済株式総数（株） 14,672,333 14,672,333 14,672,333

純資産額（千円） 792,153 789,137 812,189

総資産額（千円） 3,272,272 3,518,205 3,285,156

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（円）
7.17 △0.54 5.18

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
― ― ―

１株当たり配当額（円） ― ― ―

自己資本比率（％） 24.2 22.4 24.7

　

回次
第92期
第３四半期
会計期間

第93期
第３四半期
会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（円）
2.76 △0.66

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、当第３四半期は、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため、前第３四半期及び前事業年度は、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。　　

　　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社の

異動もありません。  
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

　　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況　

　　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から緩やかに回復傾向に向かったものの、欧州

の債務問題や円高基調の継続など、先行き不透明な状況で推移しました。

　　このような状況下にあって当社は、顧客の多様なニーズへの対応力を高め、受注拡大に向けての取り組みを継続し

てまいりました結果、当第３四半期累計期間の売上高は2,472百万円（前年同四半期比7.9％増）となりました。

　　一方損益面につきましては、前年同四半期に発生した雇用調整助成金や株式割当などの特殊な要因による収入等が

なくなったことにより、営業利益20百万円（前年同四半期比65.9％減）、経常損失0百万円（前年同四半期は経常利

益108百万円）、四半期純損失7百万円（前年同四半期は四半期純利益104百万円）となりました。

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①チェーン事業

　国内では、搬送機械が順調に売上を伸ばし、工作機械、土木建機、食品機械が堅調に推移しました。また、輸出におい

ては、台湾、タイなどアジア向けが堅調に推移しました。これらの結果、売上高は2,289百万円（前年同四半期比

9.8％増）、営業利益は130百万円（前年同四半期比12.0％減）となりました。

②金属射出成形事業

　震災の影響により自動車用部品の売上が大きく減少しました。その結果、売上高は152百万円（前年同四半期比

13.3％減）、営業利益は13百万円（前年同四半期比46.0％減）となりました。

③その他事業

　その他事業の売上高は30百万円（前年同四半期比5.3％減）、営業利益は22百万円（前年同四半期比5.4％減）と

なりました。

　　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、3,083千円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　今後の経済の見通しにつきましては、震災後の落ち込みからの回復が見込まれる一方、原材料価格の高騰、為替相

場等不透明な要因も多く、当社を取り巻く環境は厳しい状況が続くと見込まれます。当社におきましては、これらの

状況を踏まえて、当事業年度より「第３次３カ年経営計画」を実施し、厳しい状況の下でも継続して利益を確保で

きる体質改善に取り組んでおります。　
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(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

資産・負債及び純資産の状況　

（資産）

当第３四半期会計期間末における総資産は 3,518百万円で前事業年度末に比べて233百万円増加しました。これ

は、前事業年度末と比べ、現金及び預金が68百万円、たな卸資産が71百万円、売掛債権が181百万円増加したことを主

要因として、流動資産が2,413百万円と315百万円増加したこと、また、有形固定資産が72百万円減少したこと等によ

り、固定資産が1,105百万円と81百万円減少したことによるものです。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債合計は、2,729百万円で、前事業年度末と比べ256百万円増加しました。これ

は、前事業年度末に比べ仕入債務が49百万円、一年内返済長期借入金が24百万円増加し、未払金が13百万円、未払法

人税等が5百万円減少したことを主要因として流動負債が1,696百万円と69百万円増加したこと、また社債が152百

万円、退職給付引当金が18百万円、長期借入金が17百万円増加したこと等により、固定負債が1,032百万円と186百万

円増加したことによるものです。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、789百万円で、前事業年度末と比べ23百万円減少しました。主な要因

は、四半期純損失7百万円とその他有価証券評価差額金の減少18百万円によるものです。

この結果、自己資本比率は22.4％になりました。

　

(6) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社を取り巻く事業環境は、依然として厳しい状況が継続すると認識しております。当社といたしましてはこの

ような状況下でも黒字の継続を最重要課題と認識し、将来的に安定的に利益を計上できる体質にするための抜本的

な構造改革を継続し、企業発展の基盤の強化に取り組んでまいります。　　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

 

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年2月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,672,333 14,672,333
大阪証券取引所

（市場第２部）
単元株式数1,000株

計 14,672,333 14,672,333 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

自　平成23年10月１日

至　平成23年12月31日
－ 14,672,333 － 1,066,950 － 168,230
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

    　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお　　

　　ります。

①【発行済株式】　　

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　         － －           －

議決権制限株式（自己株式等） 　         － － 　        －

議決権制限株式（その他） － 　         － 　        －

完全議決権株式（自己株式等）
 (自己保有株式)

　普通株式　 　41,000　
－ 　        －

完全議決権株式（その他） 　普通株式 14,534,000 14,534　        －

単元未満株式 　普通株式     97,333 － 　        －

発行済株式総数  　　　　  14,672,333 － －

総株主の議決権 － 14,534 －

　 

②【自己株式等】

　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

オリエンタルチエン

工業株式会社

石川県白山市

宮永市町485番地
41,000 － 41,000 0.28

計 － 41,000 － 41,000 0.28

　

　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成23年10月１日から平成23年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 392,589 461,114

受取手形 508,151 708,597

売掛金 524,205 505,247

有価証券 5,454 5,457

商品及び製品 149,652 173,237

仕掛品 309,719 322,084

原材料及び貯蔵品 180,414 215,480

その他 28,163 22,189

貸倒引当金 △331 △350

流動資産合計 2,098,018 2,413,059

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 244,342 231,826

機械及び装置（純額） 402,002 345,970

土地 242,887 242,887

建設仮勘定 6,157 6,661

その他（純額） 37,522 32,917

有形固定資産合計 932,913 860,263

無形固定資産 6,641 2,773

投資その他の資産

投資有価証券 138,941 119,210

その他 116,961 131,199

貸倒引当金 △8,320 △8,300

投資その他の資産合計 247,583 242,109

固定資産合計 1,187,137 1,105,146

資産合計 3,285,156 3,518,205
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 536,096 ※2
 576,906

買掛金 169,125 177,433

短期借入金 744,033 768,160

未払法人税等 10,952 5,951

その他 166,429 ※2
 167,752

流動負債合計 1,626,636 1,696,202

固定負債

社債 44,000 196,400

長期借入金 485,050 502,270

退職給付引当金 195,156 213,652

役員退職慰労引当金 66,200 65,950

その他 55,922 54,592

固定負債合計 846,330 1,032,865

負債合計 2,472,966 2,729,068

純資産の部

株主資本

資本金 1,066,950 1,066,950

資本剰余金 168,230 168,230

利益剰余金 △415,989 △423,844

自己株式 △4,417 △4,417

株主資本合計 814,772 806,917

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,552 △7,712

繰延ヘッジ損益 △13,135 △10,067

評価・換算差額等合計 △2,583 △17,780

純資産合計 812,189 789,137

負債純資産合計 3,285,156 3,518,205
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 2,292,051 2,472,184

売上原価 1,879,770 2,082,385

売上総利益 412,280 389,799

販売費及び一般管理費 351,427 369,072

営業利益 60,852 20,726

営業外収益

受取利息 560 138

受取配当金 2,014 2,229

株式割当 13,971 －

その他 68,928 8,493

営業外収益合計 85,475 10,861

営業外費用

支払利息 25,231 22,363

手形売却損 1,700 971

その他 11,131 8,676

営業外費用合計 38,063 32,011

経常利益又は経常損失（△） 108,264 △422

特別利益

固定資産売却益 － 99

投資有価証券売却益 5,106 －

役員退職慰労引当金戻入額 1,071 －

特別利益合計 6,177 99

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 563 －

固定資産廃棄損 2,795 123

固定資産売却損 － 300

投資有価証券評価損 － 2,017

特別損失合計 3,359 2,441

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 111,082 △2,764

法人税、住民税及び事業税 6,223 5,090

法人税等合計 6,223 5,090

四半期純利益又は四半期純損失（△） 104,859 △7,855
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【会計方針の変更等】

　　　該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以降に開始する会計年度から法人税率の引き下げ及び

復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定

の実効税率は従来の40.40％から、平成24年４月１日に開始する会計年度から平成26年４月１日に開始する会計年度に解

消が見込まれる一時差異等については37.75％に、平成27年４月１日に開始する会計年度以降に解消が見込まれる一時差

異等については35.38％となります。この税率変更による影響は軽微であります。　
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　１　受取手形割引高及び営業外受取手形割引高

　
前事業年度

（平成23年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成23年12月31日）

受取手形割引高 142,901千円 8,265千円

営業外手形割引高 28,054千円 21,582千円

　

※２　四半期会計期間末日満期手形

  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期会計期間末日が金融機関の休日でしたが、満期日に

決済が行われたものとして処理しております。当四半期会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

支払手形 153,148千円

設備支払手形（流動負債その他） 1,217千円

　　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期累計期間に係る四半期キャッ

シュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定

資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 138,388千円 125,957千円

のれんの償却額 3,867千円 3,867千円

　

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
 その他

（注）１
 合計

調整額
（注）２

四半期損益計
算書計上額
（注）３　

チェーン事
業

金属射出
　成形事
業

　計

売上高   　     

外部顧客への売上高 2,084,558175,4482,260,00632,0442,292,051－ 2,292,051

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,084,558175,4482,260,00632,0442,292,051－ 2,292,051

セグメント利益 148,72525,087173,81223,698197,510△136,65760,852

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

　　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
 その他

（注）１
 合計

調整額
（注）２

四半期損益計
算書計上額
（注）３　

チェーン事
業

金属射出
　成形事
業

　計

売上高   　     

外部顧客への売上高 2,289,625152,2002,441,82630,3572,472,184－ 2,472,184

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 2,289,625152,2002,441,82630,3572,472,184－ 2,472,184

セグメント利益 130,81213,554144,36622,424166,790△146,06320,726

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）（円）
7.17 △0.54

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
104,859 △7,855

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
104,859 △7,855

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,631 14,630

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第３四半期累計期間は１株当たり四半期純損失金額

であり、また、潜在株式が存在しないため、前第３四半期累計期間は潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年2月14日

オリエンタルチエン工業株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤　久晴　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 篠﨑　和博　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオリエンタルチエ
ン工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第93期事業年度の第３四半期会計期間（平成23年10月
１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半
期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を
表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半
期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期財務諸表の作成基準に準拠して、オリエンタルチエン工業株式会社の平成23年12月31日現在の財政状態及び同日を
もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において
認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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